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テーマ：孤立のない地域へ！　町内会における地域内連携と地域に根付いた企業との結びつき
と　き：平成２７年１２月７日（月）
ところ：清田区民センター　大ホール
参加者：２８０名

【概要】
○町内会の設立は昭和43年。報告時点で274世帯、加入率99％、高齢化率29.5％。
○町内会結成から、住民が集う場所がないという課題を抱え、市バスの払い下げやプレハブ利用を経て、現会館の完成は昭和
63年。以後、平成10年に建設経費の借入金を返済した。この間、町内会費は月額1,350円の負担をお願いするなど、会員の
理解と結束力を高めてきたところである。
○一方、昭和54年には約40名の方々により老人クラブ「朝日ヶ丘寿会」が設立され、町内会と足並みをそろえて地域づくりに取
り組んでくれた。会館建設が一段落した平成10年に、福祉推進委員12名、福祉協力員8名からなる福祉推進委員会が発足し、
ひとり暮らし高齢者24名の支援を始めた。民生委員・児童委員及び寿会の参画も得て、日常的な見守り活動、介護予防事業、
おひとり暮らし高齢者との懇親会の開催、町内会事業である「敬老の日」記念品配布などを実践してきた。
○平成22年には「遊！朝日ヶ丘子ども会」が発足し、七夕まつり、ハロウィンの集い、クリスマス会、子どもの町内会パトロールと
いった活動に取り組んでいる。今では、町内会のもとに福祉推進委員会や老人クラブ、子ども会が連携する形で一体化を図っ
ている。子どもからお年寄りまで、人と人が“つながる”仕組みを意識して、会員が孤立しない、町内会を目指している。

第１部　実践報告
【実践報告①】
『隣人を知り合おう』をスローガンに
　　～会館建設で培った町内会の結束力を次世代に！～
北野地区　朝日ヶ丘町内会福祉推進委員会　委員長 林　　進一　氏

　町内活動で多くの人と触れ合えば健康になるし、働く時期と同じくらい続く老後も豊かになれる。
　話しやすい雰囲気をつくれば、若者も地域活動に参加するし、良いアイデアも出やすくなる。
　町内活動で多くの人と触れ合えば健康になるし、働く時期と同じくらい続く老後も豊かになれる。
　話しやすい雰囲気をつくれば、若者も地域活動に参加するし、良いアイデアも出やすくなる。

人と人とがつながる仕組み

【実践報告②】 
支え合うまちづくり～住民同士の絆を活用して～
里塚・美しが丘地区　こもれびの街町内会福祉推進委員会　副委員長　田畑　正継　氏

【概要】
○町内会の設立は平成6年。報告時点で766世帯、加入率約96％、高齢化率約13％。
○昭和63年から平成5年にかけて、「平岡ベニータウンライブヒルズこもれびの街」として開発され、平成5年頃から分譲が開始
された。設立当初の会員は132戸で、約20年を経て6倍になった。

○町内会の取り組みとしては、お花見ウォーキング、親子ふれあい秋まつり、秋の大掃除、もちつき大会、夜間パトロールなどが
ある。福祉部では「シニアサロン」を毎月２回（第1・第3土曜日）開催している。参加対象は原則60歳以上としているが、将来を
見据えて50歳以上の方も可能としている。町内会の拠点である「こもれび会館」を会場に、健康体操、ゲーム、茶話会、出前研
修の活用、カラオケなどで楽しいひとときを過ごしている。また、シニアサークルも毎月第２・第４土曜日に開催している。シ
ニアの方ならどなたでも参加でき、会館を無料開放して、カラオケやマージャン、囲碁などを楽しんでもらう場であり、登録し
た方が欠席した場合は連絡を取り合っていただく仕組みになっている。

○見守りという観点からいうと、平成24年11月に福祉推進委員会を設立し、70歳以上のひとり暮らしの方14名と80歳以上の
ふたり暮らしの世帯5組を対象として活動している。現在は、町内会の正副会長と民生委員・児童委員2名、通常の委員2名を
加えた計6名が福祉推進員で、福祉の部員や一般会員から募集し賛同してくださった住民協力員の方々が主体となって活動し
ている。救命時に備えた「救急ポスト」の配布、地域福祉マップの作成、日々の活動記録の作成といった活動を行っている。

○今後は、活動者である福祉推進員が一堂に会した、情報交換の場を設けていきたいと考えている。また、地区センターまでの
距離があるため、町内会で集いの場や交流の機会を持ちたいと思っている。

【概要】
○セブン・イレブンは、以前から地域福祉活動に協力してきた。例えば、毎年９月には、店頭に「毎月３日は見守り・訪問の日」のポ
スターを貼ってＰＲ活動に協力している。また、平成27年11月には「事業者等による見守り事業に関する協定」を札幌市と締
結したところである。こうした取り組みは、地域社会の高齢化をはじめ、単身世帯や共働き世帯の増加といった生活スタイル
の変化や多様性に応じたものである。

○私自身も北野という地域で店舗を構えているが、高齢化を実感するし、気になる方が来店することも多くなっている。そうし
た中、セブン・イレブンでは、セブンミールサービスという宅配サービスを展開しており、その利用者と地域の見守り対象者あ
るいは心配だと感じる方々と非常に近い関係性があると考えている。宅配を注文されたが、いくら電話しても通じない人は店
舗にとっては心配であるし、セブンミールを使っている方の安否が不明な際は、セブン・イレブンが貴重な情報源になること
もあり得る。そんな連携を是非、地域の方々と協力して実現していきたい。

第2部　清田区内セブン・イレブン５店舗との見守り連携について
【説明①】
セブン・イレブンと地域福祉の関係
　　　　　　　　　　　　　セブン・イレブン北野6条店　オーナー　山田　敏夫　氏

【説明②】 
セブン・イレブンと地域福祉の関係
　　　　　　　　　　　　　　 　　清田区社会福祉協議会　事務局長　佐藤　和人

【概要】
○若いといわれてきた清田区であるが、その高齢化は急速に進展している。現在、ひとり暮らし高齢者等への見守りは、町内会
自治会の協力を得て徐々に拡大しているが、地域住民の負担が増していることも間違いない。

○これからの時代、企業や団体の力添えをいただき、見守りの網の目を更に細かくしていかないと、地域の安全・安心は確保で
きなくなると思う。個人情報を互いに交わすような取り組みではないことを理解いただきたい。セブン・イレブンとの関係づ
くりから企業連携をスタートするが、こうした取り組みは是非拡大し、企業と地域の顔の見える関係づくりを進めていきたい。


